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Ｑ　

諸
収
入
の
延
滞
金
を

前
年
度
と
比
較
し
て
５
０

０
万
円
ほ
ど
多
く
見
込
ん

で
い
る
が
。

Ａ　

こ
こ
何
年
か
の
債
権

管
理
機
構
の
収
納
実
績
も

含
め
当
初
予
算
を
見
込
ん

で
い
る
。

Ｑ　

移
住
促
進
調
査
事
業

で
、
空
き
店
舗
活
用
の
た

め
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
と

あ
る
が
。

Ａ　

商
工
会
に
調
査
を
委

託
し
、
活
用
で
き
る
空
き

店
舗
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
調
査
研
究
す
る
。

Ｑ　

地
籍
調
査
の
終
了
地

域
、
予
定
地
域
、
未
定
地

域
を
色
分
け
し
て
広
報
で

周
知
で
き
な
い
か
。

Ａ　

分
か
り
や
す
い
全
体

図
を
作
成
し
、
情
報
発
信

に
努
め
る
。

Ｑ　

龍
河
洞
線
運
行
委
託

費
が
前
年
の
半
分
に
な
っ

て
い
る
が
。

Ａ　

国
、
県
の
補
助
路
線

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Ｑ　

地
域
活
性
化
総
合
補

助
金
を
香
北
分
、
物
部
分

と
分
け
た
理
由
は
。

Ａ　

窓
口
を
政
策
企
画
財

政
課
に
１
本
化
し
て
い
た

が
、
香
北
、
物
部
の
住
民

の
方
に
と
っ
て
は
支
所
で

申
請
し
、
交
付
決
定
を
受

け
る
ほ
う
が
利
便
性
が
よ

い
と
判
断
し
た
。

Ｑ　

繁
藤
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
運
営
準
備
事
業
６
０
０

万
円
の
内
容
は
。

Ａ　

新
規
雇
用
２
人
分
、

事
業
責
任
者
１
人
の
給
与

等
で
あ
る
。
本
年
秋
に
は

完
成
し
、
供
用
開
始
す
る
。

Ｑ　

物
部
支
所
分
の
林
道

管
理
委
託
１
５
０
０
万
円

で
１
６
２
㌔
㍍
の
林
道
を

年
間
何
回
ほ
ど
巡
回
し
補

修
整
備
す
る
の
か
。

Ａ　

森
林
組
合
に
委
託
し

３
人
体
制
で
行
う
が
、
十

分
で
は
な
い
。
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
も
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
巡
回
を
増
や
し

維
持
管
理
に
努
め
る
。

Ｑ　

ピ
ー
ス
フ
ル
セ
レ
ネ

指
定
管
理
委
託
料
が
大
幅

に
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ　

25
年
度
に
約
２
５
０

０
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
指
定
管
理
委

託
料
と
い
う
形
の
赤
字
補

填
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン

部
門
に
大
幅
な
赤
字
が
出

て
お
り
、
改
善
す
る
べ
く

計
画
を
立
て
て
い
る
。

Ｑ　

赤
字
補
填
を
今
後
も

続
け
て
い
く
の
か
。

　平成26年度一般会計予算額は、前年度と比べ5億9,100万円、3.7％増の164億
600万円であり、４月から新市長による市政運営となるため、「通常予算」でなく、
「骨格予算」で編成されました。新規事業等については、6月定例会に補正予算が計
上される予定です。（詳細は広報香美４月号をご覧ください。）

消防庁舎、宝町体育館、香北・物部支所庁舎

建設工事に19億円

骨
格
予
算
と
は

　

市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
場
合
、
予
算
編
成
時
に

政
策
的
な
判
断
が
で
き
な

い
た
め
、
義
務
的
経
費
や

継
続
事
業
を
中
心
に
計
上

し
、
新
規
事
業
や
投
資
的

経
費
な
ど
の
『
政
策
的
経

費
』
は
計
上
せ
ず
に
編
成

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

を
『
骨
格
予
算
』
と
呼
び
、

４
月
の
時
点
で
政
策
的
経

費
な
ど
が
計
上
で
き
な
い

と
き
に
編
成
す
る
。

　

新
市
長
決
定
後
、
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
新
市

長
に
よ
る
予
算
の
肉
付
け

作
業
（
骨
格
予
算
外
と
し

て
外
し
た
経
費
の
計
上
や

新
市
長
公
約
事
業
の
計

上
）
を
行
い
、
６
月
定
例

会
に
補
正
予
算
を
上
程
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決

運行が始まったデマンドバス（ものべゆず号）
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国
保
会
計
予
算

　

被
保
険
者
数
の
減
少
と

所
得
の
低
下
に
よ
り
、
調

定
額
は
前
年
度
と
同
程
度

で
あ
る
。
今
後
も
高
医
療

費
状
態
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
保
険
給
付
費
に
不
足

が
生
じ
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
て
の

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

た
。
（
24
年
度
末
で
約
４

億
円
の
基
金
残
高
で
あ
っ

た
が
25
年
度
末
は
２
億
円

弱
の
残
高
に
な
る
見
込

み
）

Ｑ　

給
付
の
伸
び
の
内
容

は
。

Ａ　

レ
セ
プ
ト
を
見
る
限

り
入
院
が
伸
び
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
は
先
進
医
療

や
医
療
単
価
の
高
額
な
医

療
が
多
い
こ
と
も
、
国
保

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
原

因
で
あ
る
。

　

本
市
も
同
様
に
高
知
県

に
お
い
て
救
急
出
動
の
件

数
が
全
国
で
上
位
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
要
因
の
１

つ
で
は
な
い
か
。

Ａ　

一
定
の
運
営
資
金
を

支
出
す
る
の
は
問
題
な
い
。

地
域
の
雇
用
や
観
光
面
で

の
プ
ラ
ス
の
部
分
も
あ
る
。

Ｑ　

宝
町
体
育
館
建
設
は

平
成
24
年
度
か
ら
の
繰
り

越
し
だ
が
、
今
後
の
予
定

は
。

Ａ　

３
月
下
旬
に
入
札
を

行
い
業
者
を
選
定
す
る
。

年
内
に
建
設
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

Ｑ　

消
防
庁
舎
建
設
工
事

の
入
札
が
二
度
不
落
に

な
っ
た
と
聞
く
が
。

Ａ　

12
月
と
２
月
に
入
札

を
行
っ
た
が
い
ず
れ
も
不

落
と
な
っ
た
。
原
因
は
、

事
業
者
の
人
材
不
足
や
資

材
、
労
務
単
価
の
上
昇
に

よ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

５
月
に
改
め
て
入
札
の

予
定
で
あ
り
、
年
度
内
に

は
建
設
し
た
い
。

Ｑ　

特
別
な
教
育
的
支
援

重
点
校
の
２
校
と
は
。

Ａ　

保
幼
小
連
携
推
進
モ

デ
ル
事
業
等
を
取
り
入
れ

て
、
緊
急
を
要
す
る
舟
入

小
学
校
、
鏡
野
中
学
校
ラ

イ
ン
を
重
点
校
と
し
て
強

化
し
て
い
く
。

　

主
な
内
容
は
左
記
の
通

り
。
下
表
は
項
目
別
の
補

正
額
で
あ
る
。

住
宅
等
耐
震
化
促
進
事
業

　

９
４
８
０
万
円
の
追
加

　

国
の
大
型
補
正
に
対
応

し
た
も
の
で
、
耐
震
診
断

１
０
０
戸
、
耐
震
改
修
設

計
70
戸
、
改
修
70
戸
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
対
策
10
件
、

新
規
事
業
と
し
て
老
朽
住

宅
除
却
10
戸
で
あ
る
。

※

　

老
朽
住
宅
除
却
事
業

は
、
補
助
率
が
事
業
費

の
80
％
で
上
限
額
は
１

６
０
万
円
。
県
が
定
め

る
老
朽
度
判
定
基
準
に

よ
り
対
象
と
な
る
。

　
　

跡
地
利
用
の
制
限
は

設
け
ら
れ
て
な
く
、
更

地
の
ま
ま
で
も
、
新
し

く
家
を
建
て
て
も
、
取

り
壊
し
後
に
売
却
し
て

も
構
わ
な
い
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

 歳　入 補正額 計
 １.市税 0 2,432,937
 ２.地方譲与税 0 134,746
 ３.利子割交付金 0 11,144
 ４.配当割交付金 0 4,180
 ５.株式等譲渡所得割交付金 0 1,115
 ６.地方消費税交付金 0 250,134
 ７.ゴルフ場利用税交付金 0 14,869
 ８.自動車取得税交付金 0 23,673
 ９.地方特例交付金 0 6,246
 10.地方交付税 5,988 7,272,919
 11.交通安全対策特別交付金 0 4,800
 12.分担金及び負担金 200 186,005
 13.使用料及び手数料 3,060 251,366
 14.国庫支出金 19,596 2,072,175
 15.県支出金 △42,130 1,380,370
 16.財産収入 16,239 51,628
 17.寄付金 0 5,443
 18.繰入金 △133,021 212,511
 19.繰越金 0 194,971
 20.雑収入 272 282,409
 21.市債 △173,700 2,077,800
 　　　　　　計 △303,496 16,871,441

 歳　出 補正額 計
 １.議会費 △3,361 163,895
 ２.総務費 △76,899 2,295,232
 ３.民生費 △119,057 4,687,360
 ４.衛生費 △25,912 1,168,216
 ５.労働費 △44,313 85,432
 ６.農林水産費 △22,472 919,522
 ７.商工費 △29,368 130,634
 ８.土木費 84,756 1,169,290
 ９.消防費 △54,377 1,212,979
 10.教育費 △12,521 2,282,318
 11.災害復旧費 0 158,988
 12.公債費 28 2,202,723
 13.諸支出金 0 364,852
 14.予備費 0 30,000
 　　　　　　計 △303,496 16,871,441
   （単位：千円）

経営改善が求められるピースフルセレネ


